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国ガイドライン
ガイドライン
策定

兵庫県

南あわじ市

改革実行期間（前期：８～１０年度、後期：１１～１３年度）

準備期間
R6.7推進計画策定

実証期間
※実施を目標とするが、学校や地域の実情に応じて可能
な限りできるところから　早期に実施

・協議会設置（Ｒ４.１２～）、開催
・地域受入団体等の発掘・調整
・学校と団体調整
・担い手応援補助金（Ｒ５～Ｒ７）

・計画策定（予定）
・指導者の確保
　→教員等の兼職兼業
・関係団体との調整
・活動拠点の検討

２学期から
完全地域移行

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度

改革推進期間

（概要版）

☆背景

◎少子化に伴い、学校単位の活動や教員の働き方改革による従来の部活動運営維持が困難。

◎令和４年１２月、国は、持続可能な活動環境を整備する必要があり、学校と地域の連携により

新たな地域クラブ活動を整備するため、ガイドラインを策定。土日に加え、平日も順次移行。

令和４年度から、地域連携・地域移行に向けて、できるところからできる範囲で

進めており、現在２年目を迎えている。地域の団体（市外団体含む）で活動している生徒

は、全体の２割程度おり、仕組みができあがってきている。

①アンケート調査（教職員・生徒・保護者・地域クラブ向け）

②地域受入団体向け説明会（文化芸術団体・スポーツ団体向け）

③地域受入団体への中学生の受け入れ協力依頼（令和６年12月現在）

【文化：受入４４､派遣３５】【スポーツ：受入３５､派遣３３】

④中学生の受入団体に対し、活動場所（公民館・スポーツ施設）の

施設使用料の減免

⑤南あわじ市文化・スポーツ担い手強化応援補助金

Ｒ５実績 ：２２団体（文化５、スポーツ１７）2,940千円

Ｒ６(予定)：２３団体（文化７、スポーツ１６）2,999千円

⑥指導者向け研修会（ペップトーク）の実施

⑦中学校部活動顧問と地域団体、教育委員会との意見交換

◎子どもたちを中心に考え、子どもたちのやりたいことができるような環境を整備構築し、

選択の幅を広げられるよう知恵を出し合い、できることから取り組みます。

◎子どもたちの意見を取り入れながら、子どもたちが自主的又は主体的に文化芸術及び

スポーツ活動に参加できる機会を確保します。

◎地域と連携し、持続可能で、多様な活動ができるように進めていきます。

◎学校部活動の指導に伴う教員の負担を軽減することで、生徒と向き合う時間を確保し、

教育の専門性を高め、質の高い学校教育を提供できる環境を整えます。

Ｒ５広報誌で特集

☆南あわじ市中学校生徒数の推移について

◎受け皿の整備

◎指導者の確保

◎生徒の送迎

◎活動場所の調整

◎地域クラブ内でのトラブル対応

◎令和１０年度２学期から、部活動を完全地域移行
令和１０年度入学の新１年生（現：小学３年生）の部活動の受け入

れを行わない。平日に加え、土日も学校による部活動を行わない。

☆今後の方向性

☆課題

◎地域団体や地域指導者への支援

⇒種目や種類ごとの協会・団体との調整

◎教員等の兼職兼業制度の検討

◎保護者への負担軽減の検討

◎学校(運動場､音楽室等)の活用

◎トラブル対応マニュアル等の作成

☆今後の検討事項

文化とスポーツでつながる地域 見つける自分 育てる夢

MINA・KATSU

運営整備

☆移行までのスケジュール

☆これまでの市の主な取り組みについて

MINA・KATSU（ミナ・カツ）：南あわじ市地域クラブ活動の略称

☆MINA・KATSU(ミナ・カツ)とは

南あわじ市教育委員会


